
建築基準法第６条の４

建築物の建築に関する確認の特例に該当する建築物（以下、特例建築物という。）について

検査特例対象建築物判定フローチャート

法第６条の４
第１項第一号建築物

令第１３６条の２の１１第
二号の表、建築物の部分
の欄に掲げるもの。

法第６条の４
第１項第二号建築物

第一号～第三号建築物

特
例
建
築
物
に
該
当
し
な
い

。

法第６条の４
第１項第二号建築物

法第７条の５　検査の特例

令第１０条の第三号

認定型式に適合する部
分が令第１３６条の２の
１１第一号に掲げるも
の。

認定型式に適合する部分
が令第１３６条の２の１１
第二号の表の建築物の
部分の欄に掲げるもの。

令第１０条の第一号

令第１３６条の２の１１
第一号に掲げるもの。

令第１０条の第二号

第四号建築物

同条同号に掲げるもの。

令第１０条の第四号

同条同号に掲げるもの。

特
例
建
築
物
に
該
当
し
な
い

。

建築確認を要する建築物

特例建築物

特
例
建
築
物
に
該
当
し
な
い

。

認定型式に適合する建築物の部分
を有する建築物である。

法第６条の４
第１項第一号建築物

（特例対象建築物判定フローチャート）

法第６条の４
第１項第三号建築物

防火、準防火地域以外の区
域内である。

法第６条の４
第１項第三号建築物

建築士による設計である

法第６条第１項第何号に該当するか。

建築物の建築にあっては、建築士の工事
監理によって確認されたものである。

認定型式に適合する材料を
用いる建築物である。

建築（新築、増築、改築、移転）、大規模の修
繕、模様替に該当する。

一戸建ての住宅に該当する。
（住宅の用途以外の用途の部
分が１／２未満かつ50㎡以下
の併用住宅を含む。）

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ
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